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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究の目的は、自治体の認定するマイスター(優秀技能者)の認定制度の有効性と、認定され

たマイスターの技能形成のプロセスを明らかにする点にあった。自治体マイスター制度の有効

性については、当初の予想よりも制度自体を導入する自治体が多かったこと、そして先行事例

となる制度をうまく活用し、より有効な制度作りが為されていたことが発見であった。マイス

ターの技能形成については、その技能が仕事の中でたゆまぬ向上心に裏付けられた創意工夫に

よって形成されていることがわかった。また技能伝承よりも「盗む」といった形で積極的な観

察学習が大きな役割を果たしていることも明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

This study discussed skill-transferring institution though investigating "Municipal Meister". This 

institution is established by public organization, and aims to facilitate transferring skill of 

high-skilled technicians and crafts. We used a framework of "communities of practice", and various 

cases of municipal meister was investigated, and we analyzed the factor to activate. We discussed 

the hopeful future of skill-transferring system. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)技能形成とキャリア形成の研究の統合
の必要性 
 

これまで技能形成とキャリア形成の研究
は、それぞれ別のものとして研究が進んで
きた。それには(1)研究領域の違い(組織論
と労働経済学)、(2)それぞれ大きなテーマ
で別の分野との関連性を扱う難しさ、(3)
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関連性に対する意識の希薄さ、などが原因
として考えられる。しかし技能を身につけ
て仕事を達成することで新たなキャリアが
見える、違うキャリアを選択することで、
新しい技能形成の機会が生まれるというこ
となど、両者の結びつきは本来とても強い。
むしろ技能形成とキャリア形成は互いに影
響を与えあい、相互作用する存在であると
考えられる。ところがこれまで両者の結び
つきを明確なテーマとして扱った学術的研
究はあまりみられなかった。そこには先に
挙げた研究分野の違いに由来する両者の乖
離がある。特に技能形成について、技能の
概念およびその形成に対する理論が、キャ
リア論の研究者にあまりなじみのないもの
であることが原因であると考えられる。こ
の 2 つの理論に技能研究の内容を付加し、
より具体的にキャリア形成にどのような技
能形成が影響しているか、また技能形成が
どんな影響をキャリアに与えるかを研究す
ることができる。そして技能形成研究の立
場から、技能形成を軸としたキャリア形成
の理論構築が進むと考えられるのである。
両者を結びつける研究は、まさに機が熟し
てきていたのである。 
 
(2)高度熟練技能者の研究の必要性 
 
他方で高い技能をもつ技能者の研究につ

いては、心理学をバックグラウンドに持つ研
究が多く、事例としては技能者自身の語りに
よるものがほとんどである。今回の研究のよ
うに、自治体認定の優秀技能者を経営学的視
点からその技能とキャリアについて研究し
たものはほかに例がなく、その研究は技能者
の世界のみならず、仕事の現場での学習とい
う問題に対して多大な示唆をもたらすもの
と期待されていた。 
 
(3)自治体マイスター制度の研究の必要性 
 
 また自治体マイスター制度の研究自体が
これまで存在しなかったといっても過言で
はない。制度としては 15 年ほど前から存在
しているが、これまでその制度についての実
態調査はなぜか行われてこなかった。その制
度の研究をおこなう重要性は 2つの観点から
説明できる。1 つは前述の通り、自治体認定
の技能者を調査することで、高度熟練技能者
の技能についての研究を、さらに実践的に進
めることができるという点である。もう 1 つ
は自治体マイスター制度自体の有効性の検
証である。技能伝承の促進をはじめ、技能尊
重の機運醸成や、技能者の地位・社会的認知
度の向上、産業全体の活性化等を目的にした
自治体マイスター制度は、すでに多くの自治
体が導入している制度である。そして自治体

主導の技能伝承活動はその有効性を議論す
る段階にきているのではないであろうか。そ
の意義を技能伝承研究とあわせて論じるこ
とができると考えた。 
 
(4)実践共同体研究の事例調査の必要性 
 本研究の理論的背景として、技能伝承の共
同体としての「実践共同体」(communities of 
practice)を技能者が形成しているのではな
いかという問題意識をもっていた。技能を伝
承される側の学習者はその共同体において
技能伝承活動の実践に携わり、同時に参加を
深めていくことによって、技能が伝承される
というプロセスを経ると考えられるが、その
共同体を高度熟練技能者が自ら構築するこ
とで、技能を伝承していると考えたからであ
る。自治体マイスター制度におけるマイスタ
ーの実践共同体について調査するとともに、
それと並行して他の実践共同体の事例も調
査することにより、理解を深めることができ
る。 
 
２．研究の目的 
 
前述の学術的・実践的背景を踏まえ、本

研究の目的は、自治体の認定するマイスタ
ー(優秀技能者)の認定制度の有効性と、認
定されたマイスターの技能形成のプロセス
を明らかにする点にある。自治体のマイス
ター制度は有効に機能しているところとそ
うでないところがあるが、その具体的な研
究はおこなわれていない。そこで本研究で
は、マイスター制度の有効性について調査
研究を行うとともに、高度熟練技能者の長
期にわたる技能形成について、これまでの
キャリアの中での位置づけを綿密なフィー
ルドワークにより解明し、技能形成とキャ
リア形成の理論的・実践的な統合を図る、
これが本研究の目的であった。同時にマイ
スターの形成する実践共同体の事例、およ
び他の実践共同体の事例も調査することで、
「技能伝承の共同体」の理念型を導き出す
ことも重要な目的であった。 
 
３．研究の方法 
 
長期にわたる人材育成・技能形成とキャ

リア理論を統合する論理を解明するために
は、教える側の論理だけでなく、技能形成
の長期的なプロセスを、学ぶ側の視点で理
解する必要がある。本研究ではさまざまな
業種に属する、自治体認定の高度熟練技能
者に対して、広範かつ深いレベルでのイン
タビュー調査・および参加観察を行った。
そこから高度熟練技能者のこれまでのキャ
リア・ステージにおける技能形成のプロセ
スとメカニズムを明らかにしていった。 



 
(1)自治体マイスター担当者へのインタビ
ュー調査 
 
 技能者の技能伝承プロセスについての深
い理解と、自治体マイスター制度の有効性
のため、本研究では自治体マイスター制度
を導入している自治体の、制度の担当者で
ある自治体職員に対してインタビュー調査
を実施した。調査を実施したのは、兵庫県
神戸市、福岡県北九州市、新潟県燕市・三
条市、静岡県浜松市、佐賀県、栃木県の運
営する自治体マイスター制度である。いず
れの自治体でも担当職員が2~4人対応して
くれ、有意義なヒアリングを行うことがで
きた。 
 
(2)自治体マイスターへのインタビュー調
査 
 
 自治体マイスター制度はいずれも、その
地域に在住する高度熟練技能者をマイスタ
ーとして認定している。彼らはいずれも業
界団体でも名の通った高度な技能をもち、
自治体の要請でマイスターとしての活動を
行っている。彼らがどのようにしてその高
度な技能を形成し、キャリアを積んできた
のかについて、インタビュー調査を実施し
た。いずれも自治体担当者からの紹介を得
て、スムーズに調査を実施することができ、
その数は合計 15 名に及んだ。そして大変
有意義なインタビューを行うことができた。 
 
(3)技能伝承活動の観察調査、参加観察 
 
 自治体マイスターへのインタビューと同
時に、マイスターが生産活動、あるいは技
能伝承活動に従事しているところを観察す
る機会を得ることができた。彼らの技能を
深く理解する上で不可欠なものであり、よ
り具体的・実践的に技能伝承を考える材料
を得ることができた。またそのうち技能伝
承活動において、実際に参加する機会を得、
参加観察という形でマイスターの技能を直
接見る機会を得ることもできた。いずれも
貴重な経験であった。 
 
(4)実践共同体のインタビュー調査 
 
 自治体マイスター制度の調査と並行して、
他に実践共同体に関連する 2 つの事例調査
を実施し、インタビュー調査を行うことに
した。いずれの事例も自治体マイスターが
今後実施すべき「技能伝承の共同体」を考
える上で、重要な示唆に満ちたものであっ
た。 
 

 
４．研究成果 
 
(1) 自治体マイスター制度の有効性 
 
 自治体マイスター制度の有効性について
は、調査開始当初は、効果的に運営できてい
るかどうか不透明なところがあった。しかし
実際に調査をしてみると、予想よりも制度自
体を導入する自治体が多かったこと、そして
先行事例となる制度をうまく活用し、より有
効な制度作りが為されていたことが発見で
あった。自治体マイスター制度が不活性にな
る原因として、(1)認定すべきマイスターの
不足、(2)活動可能な若いマイスターの不足、
(3)技能伝承活動への協力不足、などが原因
として考えられている。しかし調査したマイ
スターは、歴史のある先行事例としてのマイ
スター制度をよく研究し、その対策を有効に
とっていた。マイスターの認定については、
1 回の認定は少数でも、継続的に技能者を認
定し続けていることで、制度の活性化、およ
び認知度の向上に寄与していた。また開始当
初に多くのマイスターを一度に認定し、その
活動を推進しながら、数年後に認定基準や活
動内容を改善し、制度自体の工夫もよくなさ
れていた。これは調査した自治体がよく工夫
していたという特殊事例にとどまらず、マイ
スター制度が自治体に根付いている証左と
もいえる。 
また若手技能者を積極的に認定すること

も、制度を活性化する重要なポイントであっ
た。自治体は業界団体の理解を得、また協力
しながら、できるだけ若いマイスターを認定
することに腐心していた。それは認定後の活
発な活動に最も重要な要因であるとともに、
認定時期を早くすることで、若手・中堅の技
能者に対する目標作りという意味合いもあ
る。高齢の技能者に対しては別の「表彰制度」
をもっている自治体も多く、既存の制度、お
よび国の「現代の名工」などの制度と差別化
することによって、自治体マイスター制度の
活性化は図られるのである。このような工夫
によって、当初の目的である技能尊重の機運
醸成や、技能者の地位・社会的認知度の向上
などをより効果的に促進することを狙って
いた。その活動は小中高の各種学校に対する
キャリア教育的な意味合いも含み、学校との
連携によって、多くの機会が作られていた。 
他方で技能伝承活動は、非常に活発に実施

している自治体がある一方、あまり実施され
ない自治体もあった。それは業界団体での活
動が中心となっており、自治体としての技能
伝承活動に対するニーズが多くないことと、
自治体として積極的に実施する資金的裏付
けが不足していることの 2点が主な原因であ
った。マイスターの技能伝承活動は、北九州



市の「匠塾」といった成功事例も含め、マイ
スターのボランティア精神に基づくものが
多い。それは重要な要因であるが、それに頼
っていては自治体主導で技能伝承を促進す
ることは難しい。より技能伝承活動に対する
動機を活性化させるような施策、および資金
的・制度的裏付けが求められているといえよ
う。 
 

(2)マイスターの技能形成 
 
マイスターの技能形成については、マイス

ターへのインタビューにより、そのキャリア
も含め、いくつかの重要な要因が明らかにな
った。まずその技能が仕事の中でたゆまぬ向
上心に裏付けられた創意工夫によって形成
されていることがわかった。マイスターのよ
うな高度に熟練した技能者を動機づけるも
のは、より効率的で、より質が高く、より価
値を持つ製品を、その時点での品質に満足せ
ず、絶えず追求していきたいという向上心で
あった。技能伝承とキャリア理論が融合して
いない最大の弊害は、両者の関連性が希薄な
ことから、キャリアデザインが一人歩きして
いることである。しかし技能者の事例は、す
べてのキャリアは技能伝承が導き出すもの
であるという、基本的な考え方である。技能
の向上が新しい課題や仕事をもたらし、それ
を追求していることが、マイスターに認定さ
れるような高い技能を生み出しているので
ある。その上で現代の技能伝承が進まない現
状を、向上心を基盤にして進めていく重要性
を理解することができた。 
また彼らの技能は、先輩に技能を伝承して

もらうというよりも、「盗む」といった形で
の、積極的な観察学習が大きな役割を果たし
ていることも明らかになった。学校教育が社
会において基盤となるにつれ、企業において
も若手社員が「教えられるのを待っている」
という現状がみられる。しかしマイスターた
ちは常に、自分からアクションを起こしてわ
からないことを聞いたり、あるいは先輩の仕
事ぶりを観察したりして、「技能を盗む」活
動を最も重視していた。そのことが翻って、
現代において伝達活動を重視するあまり、学
習者に観察して盗むという学習活動が不足
していることを示唆している。技能伝承の進
まない理由は、「教えられたことのない技能
者が教え」、「教えられるのを待っている新人
が学ぶ」という断絶の形にある。両者の連結
は容易ではないが、より重要なのは、技能を
伝承される側の若手の姿勢を作り出すこと
であることが、マイスターのインタビューか
ら示唆されるものである。 
 
(3)技能伝承の共同体 
 

自治体マイスター制度とそのマイスター
の研究、およびそれと並行して実施した他の
事例から、技能伝承について、それを保有す
る技能者のコミュニティ(実践共同体)の形
成と、それを母体とした技能伝承活動の必要
性が指摘できる。教授者と学習者の 1対 1 の
関係に基づく技能伝承は、濃密な伝承が図ら
れる反面、その関係を構築することが難しい。
それは技能に対して大きな関心を持つ、ある
いは(生活のために)持たざるを得ないとい
う前提があって成立するものである。今後は
技能を学びたい、あるいは学ばなければなら
ない者と、技能をもつ技能者が共同体を形成
し、相互作用を通じて技能伝承を図るという、
「技能伝承の共同体」の考え方が重要になる
と考えられる。 
今回自治体マイスター制度の中で、技能伝

承が活発に実施された事例には、その兆候が
みられる。たとえば同一職種(旋盤工や溶接
工)の技能者が集まり、実践的に問題解決を
しながら、同一職種ならではの悩みを共有し
ていく共同体を形成していたり、マイスター
が若手を集め、集合研修のような形で技能を
指導し、若手は切磋琢磨しながら成長したり
するといった事例は、従来の 1対 1 形式の伝
承方法とは異なる。同じ技能を学ぶ仲間がい
ることで伝承が容易になり、仲間同士で教え
あい学びあうといった相互作用を生み出す。
また共同体を構築することで、技能者同士が
相互作用しながら技能を伝えるという、教授
者同士の教えあいも生まれる。それは若手に
とってはキャリアモデルとなり、共同体への
参加がキャリア構築の原動力にもなるので
ある。 
このような学習の共同体＝実践共同体の

構築を基盤にすることで、企業の枠を超えた、
地域全体で技能伝承を進めることも可能に
なる。それは地域性という特徴をもつ自治体
マイスター制度が目指すべき目標でもある。
少数の成功事例にならい、マイスター同士が
共同体を形成し、マイスターのもとに若手技
能者が集い、技能を高め合うような共同体構
築の支援も、重要な施策の 1 つとしても考え
られるのである。 
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